
 

練
馬
区
で
は
今
、
中
村
橋
に
あ
る
美
術
館
、
サ
ン
ラ
イ
フ
練

馬
、
図
書
館
を
改
築
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
サ
ン
ラ
イ
フ

練
馬
を
な
く
し
、
美
術
館
を
広
く
し
て
、
図
書
館
と
一
体
化
す
る

と
い
う
計
画
。
８
月
か
ら
基
本
設
計
の
事
業
者
の
候
補
の
募
集
を

開
始
し
、
今
年
中
に
は
候
補
者
を
決
定
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
費
と
し
て

81
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
治
体
も
財

政
的
に
先
の
見
通
し
の
立
ち
づ
ら
い
今
、
新
た
な
「
ハ
コ
モ
ノ
」

に
こ
れ
だ
け
の
お
金
を
使
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

練
馬
区
は
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
中
で
、
公
共
施

設
は
築
50
年
を
目
途
に
長
寿
命
化
の
適
否
を
判
断
、
適
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
長
寿
命
化
の
た
め
の
改
修
を
行
い
目
標
使
用
年
数
を

80
年
に
す
る
こ
と
、
長
寿
命
化
に
適
さ
な
い
場
合
に
は
改
築
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
美
術
館
・
図
書
館
の

建
物
が
で
き
た
の
は
１
９
８
５
年
で
築
３７
年
。
サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬

は
１
９
８
１
年
で
築
４１
年
で
す
。
改
築
な
ど
を
す
る
時
期
に
は
ま

っ
た
く
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

同
じ
会
派
の
メ
ン
バ
ー
で
、
７
月
に
群
馬
県
太
田
市
の
美
術

館
・
図
書
館
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
太
田
駅
前
の
活
性
化
を
目

的
に
２
０
１
７
年
に
美
術
館
と
図
書
館
の
併
設
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
た
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
車
で
の
移
動
が
主
流
な
地
域
で
新
た

な
場
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
駅
前
を
活
性
化
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
い
う
課
題
は
、
駅
周
辺
に
人
の
流
れ
が
あ
り
し
か
も
す
で
に
建

物
は
あ
る
練
馬
区
と
は
違
い
ま
す
し
、
加
え
て
太
田
市
で
は
建
設

事
業
費
は
約
２１
億
円
と
、
練
馬
区
の
計
画
よ
り
も
お
金
は
か
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
必
要
性
と
い
う
点
、
ま
た
財
政
的
な
面
か
ら
、
立

ち
止
ま
っ
て
見
直
す
べ
き
計
画
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
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太田市美術館・図書館は、駅前のにぎわいのため、若い世代が立ち寄りやすい雰囲気の建物を建設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区政レポート 

〒178-0063練馬区東大泉 3-1-18-102 
電話 03-3978-4154  FAX03-3978-4158 
ＨＰ http://www.sakurako-nerima.com/ 
メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp 
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（議会報告通号 Vol.147） 

 

 

 

かとうぎ桜子 
練馬区議会議員（無所属） 

 

メールマガジン

発行中！ 

 

かとうぎ桜子プロフィール 

●1980年生まれ。現在、42歳です。２７歳から区議会議員になって、4期目です。 

●桐朋女子という、自由な校風の中学・高校を卒業しました。こどもの頃から猫が好きで、今も３匹の保護猫を飼っています。キ

ジトラ、サバトラ、黒猫。 

●慶応義塾大学文学部では国文学を専攻していましたが、人間関係を調整する仕事に関心を持ち、大学４年の夏休みにホー

ムヘルパー2級の資格を取得しました。 

●もっと深く福祉のことを知りたいと、大学卒業後に夜間の上智社会福祉専門学校に入学し、昼間はヘルパーや福祉関係の事

務の仕事をしながら、２００５年に社会福祉士を取得。 

●社会福祉士取得後、NＰＯで介護の仕事をしたのですが、制度的な課題を感じ、介護保険など制度運用の改善と地域で人の

生活をささえるしくみを作りたいと、2007年の区議会議員選挙に初挑戦し、当選しました。 

●議員になってすぐ、区立保育園の民営化問題で当事者が置き去りとなって施策が進められていることに疑問を感じ、 

立教大学大学院・21世紀社会デザイン研究科にて、民営化問題と市民参加について研究しました。 

●2012年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。今は定期検診のみで、落ち着いていますが、 

この経験を機に、女性の健康や人権についてもっと取り組んでいきたいと考えました。 

●２０１４年、東日本大震災で被災した地域の応援の活動で知り合った夫と結婚。 

●2017年、手話検定 1級取得。 

●2018年、シェアハウスと地域の拠点「ウイズタイムハウス」を大泉学園町４丁目にオープン 

●2019年、福祉と連携した旅行サービスと NPO等の支援活動をする「桜こみち株式会社」設立 

●2020年、介護福祉士を取得。 

●ヘルパーや相談員の仕事も続けています。現場の実践を政策に活かすとりくみを今後も続けていきます。 

●ヘルパーの活動などでご高齢の方や障害のある方にお会いする機会も多いため、コロナの感染状況を見ながら駅での配布

は休止したり再開したりしています。 

８月末に超党派の議員で演説会を予定しています 

／ 練馬区議会の次の定例会は９月７日からの予定 

 

☆昨年の衆議院選挙、今年の区長選挙では、超党派の野党系議員で統一候補を応援しました。政

党を越えて協力し合う取り組みがこれだけ実現したのは初めての経験でした。衆議院選挙では結

果が実りましたが、区長選挙ではあと一歩のところで現職に及ばず…普段から区政についてもっ

と皆さんにお伝えしていかなければならないと反省しました。 

そこで、選挙の時だけではなく、普段から複数の議員で協力 

してできる活動を模索しながら、区政について皆さんにお伝え 

していく機会を作りたいと考えています。 

その第一弾のとりくみとして、８月２８日（日） 

午後５時から石神井公園駅で駅頭演説会を行います。 

また、10月 29日の午前中には練馬駅近くで報告会も企画中。  超党派の議員で区政についての 

詳細はまたご案内させていただきます。             勉強会などもしています。 

 

☆次回の練馬区議会定例会は９月７日から１０月１４日の予定です。秋の定例会では、前年度の

決算の審査を行います。 

前回のレポートでも課題をご紹介したコロナ対策や物価上昇への対応のこと、今回のレポートで

ご紹介した美術館の改築計画のことなどを取り上げたいと考えています。 



る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
施
設
で
の
保
護
と
い
う
選

択
肢
だ
け
で
は
な
く
て
、
新
た
に
暮
ら
せ
る
住
ま
い
が
す
ぐ
に

確
保
で
き
、
適
切
な
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
支
援
が
受
け
ら
れ
れ
ば

十
分
に
生
活
を
再
ス
タ
ー
ト
で
き
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
支
援
体
制

が
必
要
で
す
。 

    

そ
も
そ
も
、
女
性
に
対
す
る
福
祉
的
な
支
援
は
、
「
売
春
防

止
法
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
売
春
防
止
法
に

よ
る
支
援
か
ら
派
生
し
て
、
暴
力
被
害
や
家
庭
の
問
題
な
ど
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
女
性
へ
の
支
援
も
行
な
わ
れ
て
き
た
の

で
す
。
そ
の
制
度
の
成
り
立
ち
の
影
響
を
受
け
て
、
本
人
主
体

の
福
祉
と
い
う
よ
り
「
保
護
」
と
い
う
観
点
が
中
心
で
あ
り
、

本
人
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
と
は
違
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

支
援
現
場
か
ら
も
「
女
性
支
援
」
の
観
点
か
ら
の
制
度
の
見

直
し
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
こ
の

５
月
、
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法

律
」
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
４
月
施
行
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
な
ど
通
信
機
器
の
利
用
制
限
を
課
題
と
し
て

研
修
を
実
施
し
た
り
、
若
年
女
性
へ
の
支
援
事
業
な
ど
に
予
算

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
女
性
支
援
の
担
い
手
で
あ
る

「
婦
人
相
談
員
」
は
非
正
規
雇
用
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
新
し
い
法
律
に
は
支
援
を
す
る
力
を
持
っ
た
人
材
の
養

成
、
確
保
に
努
め
る
こ
と
、
と
い
う
条
文
も
あ
り
ま
す
。
相
談

員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
も
必
要
で
す
。 

法
制
定
や
女
性
支
援
に
対
す
る
新
た
な
予
算
付
け
に
よ
っ

て
、
練
馬
区
と
し
て
の
女
性
支
援
の
充
実
を
図
る
よ
う
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

暴
力
の
加
害
者
か
ら
の
追
跡
を
逃
れ
る
た
め
、
携
帯
電

話
を
使
わ
な
い
、
今
ま
で
の
職
場
や
学
校
に
行
か
な
い
、

な
ど
の
対
応
は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
被
害

に
あ
っ
た
側
が
行
動
に
制
約
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
つ
ら
い
こ
と
で
す
し
、
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
携
帯

電
話
が
身
近
に
あ
る
若
い
世
代
の
人
に
と
っ
て
は
、
携
帯

電
話
が
使
え
な
い
生
活
は
困
難
で
す
。 

    

こ
の
よ
う
な
生
活
上
の
制
約
に
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま

い
、
シ
ェ
ル
タ
ー
利
用
を
控
え
る
こ
と
で
、
支
援
そ
の
も

の
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
起
き
て
し
ま
い
ま

す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
が
使
え
な
い
な
ら
ど
こ
に
行
く
か
？ 

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
？ 
ホ
テ
ル
？ 

無
料
低
額
宿
泊
所
？ 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
泊
ま
る
場
は
確
保
で
き
て
も
、
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
環

境
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
ル
タ

ー
な
ど
の
支
援
も
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
数
が
多
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。 

シ
ェ
ル
タ
ー
を
使
う
か
、
サ
ポ
ー
ト
が
ま
っ
た
く
な
い

か
、
二
択
し
か
な
い
の
で
は
、
あ
ま
り
に
極
端
す
ぎ
る
。

ま
た
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、
過
干
渉
や
言
葉

の
暴
力
と
い
っ
た
精
神
的
な
暴
力
、
性
暴
力
の
被
害
な

ど
、
多
様
な
状
態
に
現
状
の
支
援
制
度
が
マ
ッ
チ
し
て
い 

                                                           

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
働
き
方
や
生
活
環
境
が
「
で
き

る
だ
け
外
に
出
な
い
」
と
い
う
形
で
変
化
し
て
き
た

中
、
家
族
と
の
関
係
性
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
人
も
い

ま
す
。 

私
は
、
福
祉
や
住
ま
い
の
こ
と
を
中
心
と
し
た
様
々

な
ご
相
談
を
受
け
て
い
る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な

っ
て
か
ら
、
「
家
族
か
ら
の
暴
力
に
も
う
耐
え
ら
れ
な

い
の
で
家
を
出
た
い
」
と
い
う
相
談
も
増
え
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
折
り
合
い
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
、
家
に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
、
関
係
性
が

悪
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。 

    

家
族
と
は
も
う
暮
ら
せ
な
い
。
距
離
を
置
き
た
い―

そ
ん
な
時
に
受
け
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

残
念
な
が
ら
、
若
い
人
の

生
活
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緊
急
一
時
保
護
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
使
い
勝
手
が
悪
い
面

が
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
っ
て
い
る

間
は
携
帯
電
話
が
使
え
な
い
な
ど
、
一
定
の
行
動
制
限

が
あ
る
場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。 

  

困
難
を
抱
え
る
女
性
に
対
す
る
支
援
の
充
実
が
必
要 

困難な問題を抱える女性への支援に関する法律の概要 

（法律の条文から、かとうぎ桜子が概要をまとめました。） 

第1章  総則 

・女性が日常生活、社会生活を営むにあたって、女性であることにより様々な困難に直面することが多いこ

とにかんがみ、困難な問題を抱える女性の支援施策を推進し、人権が尊重され女性が安心して自立して暮

らせる社会の実現に寄与することを目的とする。 

・「困難な問題を抱える女性」とは、性的被害、家庭の状況、地域との関係性などにより日常生活、社会生活

を円滑に営む上で困難を抱える女性をいう。 

・それぞれの状況に応じて最適な支援が受けられる体制を整備する。 

・関係機関、民間団体の協働により早期から切れ目なく実施されるようにする。 

・人権の擁護、男女平等の実現に資することを旨とする。 

・国、自治体は上記の理念にのっとって必要な施策を講ずる責務を持つ。必要に応じ、関連施策、関連機関

との連携が図られるよう配慮しなければならない。 

 

第2章  基本方針及び都道府県基本計画等 

・厚生労働大臣は、基本方針で都道府県・市町村の基本計画の指針となるべきものを定める。 

・都道府県基本計画を定める。市町村は基本的な計画を定めるよう努力する。 

 

第3章  女性相談支援センターによる支援等 

・都道府県は女性相談支援センター（現在の婦人相談所）を設置しなければならない。政令指定都市は女性

相談支援センターを設置することができる。 

・女性相談支援センターでは、相談対応、緊急一時保護、医学的・心理学的な援助、就労支援・施設利用・

住宅の確保・保育等の利用についての情報提供、助言などを行う。 

・女性相談員（現在の婦人相談員）は、都道府県には置く。市町村は置くよう努力する。 

・女性相談員は、必要な能力・専門的な知識経験を有する人材の登用に特に配慮しなければならない。 

・女性支援施設（現在の婦人保護施設）は、入所保護、医学的・心理学的援助、生活支援、退所後の援助を

目的とし、都道府県が設置することができる。 

・都道府県は女性支援を行う民間団体と連携し、訪問、巡回、居場所の提供、インターネットの活用、関係

機関への同行等の業務を行う。市町村は同様の業務を行うことができる。（義務ではない。） 

・自治体は支援調整会議を組織するよう努める。 

 

第4章  雑則 

・国、自治体は困難な問題を抱える女性への支援について国民の関心、理解を深めるための教育、啓発に努

める。 

・女性が困難な問題を抱えた場合にこの法律に基づく支援を適切に受けることができるよう教育、啓発に努

める。 

・国、自治体は効果的な支援方法、心身の回復を図るための方法等に関する調査研究の推進に努める。 

・国、自治体は女性への支援に関わる人材の確保、養成、資質の向上を図るよう努める。 

・国、自治体は民間単体への必要な援助を行うよう努める。 

・20条～22条は、支援に関する費用について定める項目 

 

第5章  罰則 

支援に関わる秘密を漏らした者は、1年以下の懲役または 50万円以下の罰金に処する。 
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